






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































死［生］もそこにあ ［おい］て 死となり、死もそこ ［か］
らでてくるときには生である。　
一切は［を、
天［空、 ］海をすらも、 ］その掌の［の］上［において］
にながめよ。 ︿本行は空行に後から書き込んだと考えられる﹀　
さて此の土と人間生活との関係をおもへば［、 ］
　
そこは滅々
　
そこは生々︿以上二行 欄外に書き込み﹀
二七
新資料
　
山村暮鳥﹁小説﹃春﹄序文﹂ ︵暮鳥会寄贈資料︶翻刻
附記
　
本稿の作成にあたり、
暮鳥会、
茨城県立図書館、
群馬県立土屋文明記念文学
館には、
資料の利用をはじめ格別の配慮をいただいた。
土屋文明記念文学館では、
館長の篠木れい子氏をはじめ、
佐藤直樹氏、
吉田佳代子氏の協力を得た。
深い感謝
の意を表したい。
本研究は
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課題番号
：
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の助成を受けた成果
の一部である。

